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田植え
　４月上旬より田植えが始まります。苗は、田植えの５日前
位から育苗ハウスのサイドビニールを下げて、外気に充分慣
らしましょう。（遅霜の場合は注意してください。）
①田植えの適期は４月５日から１５日です。
②植え付け本数は、坪当たり５５～６０株程度、１株の苗数
は３～５本が標準となります。苗数が多くなると過繁茂の原
因となり、倒伏や病害虫が発生しやすくなりますので注意し
ましょう。田植機の整備・調整は事前に必ず行ってください。
③植え付けの深さは活着や分けつ等に大きく影響しますので、
２～３㎝を目安としましょう。

水管理
　暖かい日中は浅水にしますが、活着するまでは朝晩冷え込
むことがありますので、新しい根が出るまでは深水にしまし
ょう。活着後は浅水管理で水温・地温の上昇を図り、分けつ
の促進に努めてください。

病害虫防除
　初期では、イネミズゾウムシ
や葉いもち病が防除の中心とな
ります。田植え前に必ず箱施薬
を散布ムラが無いように施用し
ましょう。１箱当たりの散布量は５０ｇとなります。
　移植後の活着を促進する為に、活着肥としての硫安 (７ｋ
ｇ /１０ａ )の散布を行ってください。
　尚、作業省力の為にＪＡでは「ハイパ－ＣＤＵ」の使用も
可能です。この場合は、田植時の箱苗に１００ｇをムラなく
散布してください。
　除草剤は、田植え後５日から１５日に散布し、その後は湛
水状態を５日程度保ってください。水の掛け流しや、土の表
面が見えるようなほ場は、除草の効果が落ちます。
浅水状態で土の表面が見える場合は秋起こし時に土の移動を
行い均平にしましょう。
箱施薬や除草剤の使用方法は早期水稲耕種基準に記載してい
ます。
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山下　俊二
下島営農指導センター
080-1729-1632

果　樹

１．家庭選別の徹底（貯蔵中の管理）
　１月から２月の寒波により、カンキツ類ではす上がり果の発生等が心配
されています。また、デコポンや清見では今後ヤケ果の発生が予想されま
す。出荷時の混入が無いよう家庭選別を徹底し、出荷してください。
河内晩柑の収穫基準
　河内晩柑では本格的な収穫期に入ります。収穫前には貯蔵病害の防除を
徹底しましょう。

品　　種 区　　分 収穫時期 予　　措

河内晩柑

適期採取 2/20～ 3/31 １４日（３％）

後期採取 4/1 ～ 4/30 ７日（２％）

木成り採取 ５月以降 －

２．病害虫防除
　寒波により、樹勢が落ちている樹については、ハーベストオイル、ＩＣ
ボルドーの散布は控えましょう。
また、樹勢に問題がない樹については散布時期が遅れないようにしましょう。
　農薬散布の際は収穫前日数に十分注意してください。
　対象病害虫 品種 農薬名 希釈倍数 備　　考

かいよう病
温州

ICボルドー６６D ６０倍
３月中旬（発芽前）

中晩柑 ３月中～下旬（発芽前）

ミカンハダニ 中晩柑 ハーベストオイル ８０倍 ３月中～下旬（発芽前）

※１２月に温州みかんに散布されなかった園では発芽前にハーベストオイ
ルを８０倍で散布してください。

１）害虫
１・アブラムシ
　新芽や花穂に寄生し、生育を阻害したり排泄物によるすす病を誘発
して品質を悪くします。また、CMVを媒介したモザイク病の発生要
因となるので早期防除を徹底します。
防除方法…防虫ネットを使用します。ハウス周辺の雑草を取り除きま
す。

農薬名 希釈倍率 使用回数
アドマイヤ―　フロアブル ２０００倍 ５回以内
オルトラン水和剤 １０００倍～１５００倍 ５回以内
モスピラン水溶剤 ４０００倍 ５回以内

２・ヨトウムシ類
　葉や茎、花蕾など食害します。２齢までは群生しているので早期に
発見して防除します。３齢以降は分散して食害量も多くなり、薬剤へ
の感受性も低下します。
防除方法…防虫ネットを使用します。ハウス周辺の雑草を取り除きま
す。

農薬名 希釈倍率 使用回数
アファーム乳剤 １０００倍 ５回以内
コテツフロアブル ２０００倍 ２回以内
ノーモルト乳剤 ２０００倍 ２回以内

３・スリップス類
　葉や花弁を加害し、品質低下の原因となります。特に花に寄生した
場合はカスリ状に発色不良を起こし、著しく商品価値を損ねます。
防除方法…防虫ネットを使用します。ハウス周辺の雑草を取り除きま
す。粘着テープを使用します。

農薬名 希釈倍率 使用回数
スプラサイド乳剤４０ １０００倍 ６回以内
スプラサイド水和剤 １０００倍 ６回以内
チェス水和剤 ３０００倍 ４回以内

２）病気
１・灰色かび病
　花、茎に発生します。花では水浸状、淡褐色～あめ色の小斑点が形
成され、やがて花全体に病斑が拡がり、淡褐色に変色して仮死します。
葉では暗緑色～灰緑色、水浸状、の病斑を生じ、乾くと淡褐色になる。

茎では同様の病斑を生じ、病斑が茎を取り巻くと病斑より上部は萎凋、
仮死します。多湿時には羅病部に淡褐色、紛状の分子の集塊を豊富に
生じる。
防除方法…十分な換気をします。潅水はなるべく晴れた日に行います。
発病株は圃場外に処分します

農薬名 希釈倍数 使用回数
トップジンM水和剤 １５００～２０００倍 ５回以内
ロブラール水和剤 １０００～１５００倍 ８回以内
ゲッター水和剤 １０００倍 ５回以内

２・菌核病
　主に茎の途中や地際部に発生し、羅病株は萎凋します。病勢が進む
と茎の浸された部分が変色し、やがて白色の菌糸が生え、ネズミの糞
状の菌核を生じます。また、茎の内部にも菌糸が充満し、菌核の形成
が認められます。菌核の生前期間は１～２年あり、これが翌年の発生
源となるので、発生株は放置せず、圃場外に持ち出して適正に処理し
ます。比較的気温が低下した冬場に多く、換気不足や多湿条件が発生
を助長します。
防除方法…十分な換気をします。潅水はなるべく晴れた日に行います。

農薬名 希釈倍数 使用回数
トップジンM水和剤 １５００～２０００倍 ５回以内
ロブラール水和剤 １０００～１５００倍 ８回以内
ポリベリン水和剤 １０００倍 ５回以内

３・茎腐病
　地際部の茎に発生します。最初に日中の萎凋症状が観察されます。
地際部の茎がくびれ、表面から褐白色に乾腐、やがて内部に褐色が及
び株全体が枯死します。葉の黄化や根の腐敗はほとんど認められませ
ん。土壌伝染によって発生するので、定植前に土壌消毒を行っておき
ます。
防除方法・植え付け前の土壌消毒をきちんと行います。（バスアミド
微粒剤）

農薬名 希釈倍数 使用回数
オーソサイド水和剤８０ ６００倍 ―
トップジンM水和剤 １５００～２０００倍 ５以内
ベンレート水和剤 ２０００倍～３０００倍 ６以内

尚、農薬については金魚草での登録がありませんので、薬害には充分
気をつけて使用してください。

３．施　　肥
栽培タイプ 肥料名 品種名 施肥時期 10a当たり

通常タイプ

熊本果樹肥料
10-7-4

ひのくに果樹
9-3-3

極早生温州 ３月上旬 ４袋

ポンカン ３月上旬 ５袋

清見・河内晩柑・甘夏・パール柑 ３月上旬 ４袋

熊本デコポン
8-3-3 デコポン ３月上旬 ３袋

省力タイプ アグリロング
２８号

清見・河内晩柑・甘夏・パール柑
３月上旬

５袋

デコポン ５袋

４．樹勢回復・着花対策
　収穫が終わったら樹勢回復の為、尿素等を３回程度葉面散布してくださ
い。その後、花が少ないと予想される園では花芽分化促進を目的に、ファ
ーメント等を３回程度葉面散布してください。

目的 薬　剤　名 希釈倍数 備　　考

樹勢回復

尿素
アミノジューシーＮ１４

500倍
収穫後３回程度集中散布を行う

神協スピリッツ 500倍

花芽分化促進
ファーメント
ジューシーエース

500倍 樹勢回復終了後３回程度散布

花
卉

が茎を取り巻くと病斑より上部は萎凋

竹川　慶剛
上島営農指導センター
080-1729-1637

花　卉

金魚草主な病害虫防除について
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